
 

Ｑ１：パッチコードの結線の種類でＴＩＡ５６８ＡとＴＩＡ５６８Ｂがあります 

   がこの違いはなんですか？ 

Ａ１： 

・ＴＩＡ／ＥＩＡ－５６８－Ｂ規格では配線システム間の相互接続性のため、結線仕様として以下の２種 

 を規定しています。 

  ①ＴＩＡ５６８Ａ：ＴＩＡ／ＥＩＡ－５６８－Ｂ規格で規定された結線仕様で、 

           ＴＩＡ５６８Ｂ結線と互換性を持つように仕様化されています。 

  ②ＴＩＡ５６８Ｂ：ＡＴ＆Ｔ社の開発した仕様でＩＥＥＥ８０２．３、ＩＳＤＮ等の用途に対応した     

           結線仕様です。 

注）規格の名称であるＴＩＡ／ＥＩＡ－５６８－ＡとＴＩＡ／ＥＩＡ－５６８－Ｂとは異なります。 

 

・両者の差は図１に示すように、結線のカラーコード（心線色）が１２、３６ピンで異なりますが、規格 

 で規定された要求性能は同一であり、性能上の差はありません。 

                図１ ＴＩＡ５６８Ａ/Ｂの差 

 

・現在、ＴＩＡ／ＥＩＡ－５６８－Ｂ規格ではＴＩＡ５６８Ａを標準としており、ＴＩＡ５６８Ｂはオプ 

 ションとして規定されています。 
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モジュラプラグケーブル 

挿入端から見た場合 

パッチコードＱ＆Ａ

TIA/EIA-568-B及びＩＥＥＥ８０２．３（イーサネット）で使用
されるパッチコードの結線の疑問点？にお答えします。
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両端のピン間結線は１：１で整合
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片端コネクティング・ハードウェアへの終端コードでの混在仕様は不可！
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両端のピン間結線はパネル部で反転接続

Ｑ２：ＴＩＡ５６８ＡとＴＩＡ５６８Ｂ結線のパッチコードは混在使用が可能で 

   すか？ 

Ａ２： 

・規格ではＴＩＡ５６８Ａを標準としていますが、現在、カテゴリ６パッチコードではプラグの構造上 

 ＴＩＡ５６８Ｂを標準とする製品が多くなっています。 

・これはカテゴリ６のプラグの性能をカテゴリ６として十分な水準とするための構造に起因しています。 

 

・このため、カテゴリ６ケーブリング・システムにおいて、エンハンスド・カテゴリ５とカテゴリ６が混 

 在するような場合、ＴＩＡ５６８ＡとＴＩＡ５６８Ｂ仕様のパッチコードの混在が考えられます。 

・そのような場合でも、図２のようにコード両端がモジュラプラグとなっている場合には、問題なく、混 

 在使用が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               図２ ＴＩＡ５６８Ａ/Ｂ混在可能な場合 

 

・ただし、図３に示すように、コード片端がパネルなどに直結される場合は図のように１２ピン、３６ピ 

 ンがクロス配線となるため、混在することは出来ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               図３ ＴＩＡ５６８Ａ/Ｂ混在出来ない場合 



H u b  P o r t
送信

受信

H u b  P o r t
送信

受信

信号衝突

H u b  P o r t
送信

受信

H u b  P o r t
受信

送信

M D I M D I

M D I M D I - X

H u b  P o r t
送信

受信

H u b  P o r t
送信

受信

M D I M D I

Ｈｕｂストレート接続の場合

Ｈｕｂ内部ＭＤＩ－Ｘの場合

クロスパッチコードの場合 １０ＢＡＳＥ－Ｔ/１００ＢＡＳＥ－ＴＸの例

Ｑ３：Ｈｕｂ間を接続する場合の方法について教えて下さい。 

Ａ３： 

・Ｅｔｈｅｒｎｅｔ規格（ＩＥＥＥ８０２．３）ではＨｕｂ間の接続仕様としてＭＤＩ－Ｘ仕様を規定し 

 ています。 

・ＭＤＩ－ＸはＨｕｂポート（送受信）がストレートパッチコードでは衝突するため使用できませんの 

 で、送受信をクロスさせることで通信を可能とさせる方法です（図４）。 

・ＭＤＩ－ＸはＨｕｂ内部（Ｉｎｔｅｒｎａｌ）での対応とクロスパッチコード（Ｌｉｎｋ Ｓｅｇｍｅｎｔ）による方法の 

 ２つについて規定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               図４ ＭＤＩ/ＭＤＩ－ＸとＨｕｂ接続 

 

・表１にＭＤＩとＭＤＩ－Ｘ配列の仕様を示します。 

 

          表１ Ｅｔｈｅｒｎｅｔ方式におけるＭＤＩ/ＭＤＩ－Ｘ 

 

 

MDI MDI-X MDI MDI-X
1 Transmit+ Receive+ BI_DA+ BI_DB+
2 Transmit- Receive- BI_DA- BI_DB-
3 Receive+ Transmit+ BI_DB+ BI_DA+
4 Not Used Not Used BI_DC+ BI_DD+
5 Not Used Not Used BI_DC- BI_DD-
6 Receive- Transmit- BI_DB- BI_DA-
7 Not Used Not Used BI_DD+ BI_DC+
8 Not Used Not Used BI_DD- BI_DC-

10BASE-T/100BASE-TX 1000BASE-T

注）１０００ＢＡＳＥ－Ｔは双方向伝送なので、Transmit/Receive の区別はありません。
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・上記のように、１０ＢＡＳＥ－Ｔ、１００ＢＡＳＥ－ＴＸでは４５、７８ピンは使用されていませんの 

 で、ＭＤＩ－Ｘでは１２、３６ピンのみで対応可能です。 

・このため、１０ＢＡＳＥ－Ｔ、１００ＢＡＳＥ－ＴＸ用クロスパッチコードでは図５の構成が一般に使 

 用されていました。 

 

・しかしながら、１０００ＢＡＳＥ－Ｔ方式では４対全てを使用するため、図５のクロス配列では 

   ＢＩ＿ＤＣ 

   ＢＩ＿ＤＤ 

 のラインがクロス接続とならないため、従来の１０ＢＡＳＥ－Ｔ、１００ＢＡＳＥ－ＴＸ用クロスパッ 

 チコードは１０００ＢＡＳＥ－Ｔ用として使用できません。 

・１０００ＢＡＳＥ－Ｔ用クロスパッチコードとしては図６に示しますフルクロスパッチコードが必要で 

 す。 

 

・表２に、Ｅｔｈｅｒｎｅｔ方式とクロスパッチコードの対応可否についてまとめて示します。 

 

          表２ クロスパッチコードとＥｔｈｅｒｎｅｔ対応 

                注）○：対応可能、×：対応不可 

 

・表２に示しますように、今後の１０００ＢＡＳＥ－Ｔ方式への対応のためにもクロスパッチコードはフ 

 ルクロス仕様が必要です。 

・ただし、Ｈｕｂ、Ｓｗｉｔｃｈ等の装置側でＭＤＩ－Ｘ対応ポートを装備した装置では標準のストレー 

 トパッチコードで対応可能です。 

 

１２－３６クロス フルクロス
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クロスパッチコード仕様
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図５　１０ＢＡＳＥ－Ｔ/１００ＢＡＳＥ－ＴＸ用クロス配列
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図６　１０００ＢＡＳＥ－Ｔ用クロス配列

注）配色はＴＩＡ５６８Ａ配列の場合です。



・ただし、現在、ＩＥＥＥ８０２．３で標準化されていない方式として１０００ＢＡＳＥ－ＴＸがありま 

 す。 

・１０００ＢＡＳＥ－ＴＸは現在、ＴＩＡ／ＥＩＡ－８５４として標準化されていますが、この方式での 

 クロス配列は図７のように、１０００ＢＡＳＥ－Ｔ方式のクロス配列に対して、４５ピン、７８ピンの 

 配列が、それ自体でクロスする特殊な配列となっています。 

・ただし、現在、１０００ＢＡＳＥ－ＴＸ用機器は一般には普及していないため、現状では特に断らない 

 限り、フルクロス配列は図６に示した１０００ＢＡＳＥ－Ｔ用が使用されると考えられます。 
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図７　１０００ＢＡＳＥ－ＴＸ用クロス配列

注）配色はＴＩＡ５６８Ａ配列の場合です。


